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OWNER'S  MANUAL

MDA-12
この度はMDA-12をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本機を

正しくお使いいただくため、ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読み

ください。また、必要なときにご覧になれるよう大切に保管しておくことをおす

すめします。合わせて箱や梱包材も、後日製品の修理メンテナンス等が必要

になった場合のために保管しておくことをおすすめします。

MDA-12 取扱説明書

※説明の便宜上、イラストは原型と異なることがあります。
※本機は単体でも機能しますが、本機の性能を発揮するため別売のボーズ社アメリカンサウンドシステム
シリーズ（AMS-1Ⅱ、リモコン付属）と組み合わせてお使いになることをおすすめいたします。

ミニディスクレコーダー
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この「安全上の留意項目」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々 
への危害や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 

　記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

　記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け） 
が描かれています。 

　記号は行為を促す内容を告げるものです。 
（左図の場合は指をはさまれないように注意）が描かれています。 

警告 

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または 
重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 

注意 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う 
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される 
内容を示します。 

●万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると、火災、感電の原因となります。すぐに機器本体の電 
　源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 
 ●万一内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡くださ 
　い。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

●万一内部に異物などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡くだ 
　さい。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

●電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

●表示された電源電圧（交流100ボルト）以外の電圧で使用しないでください。火災・感電の原因となります。 
●この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流（DC）電源には接続しないでください。火災の原因となります。 
●この機器に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・感電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特 
　にご注意ください。 

●万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて 
　販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

●雷が鳴りだしたら、アンテナ線や電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 

●乾電池は、充電しないでください。電池の破損、液もれにより、火災・感電の原因となります。 

●風呂場では使用しないでください。火災・感電の原因となります。 

電源プラグを 
コンセントか 
ら抜け 

水場での使用 
禁止 

使用禁止 

絵表示について 

ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。 
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●電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にならないようにしてください。コードに傷がついて火災・感電の原因 
　となります。 
●この機器の通風孔、カセットテープの挿入口、ディスク挿入口などから内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし 
　込んだりしないでください。火災・感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

●この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内 
　部の点検・整備・修理は販売店にご依頼ください。 
 ●この機器は改造しないでください。火災・感電の原因となります。 

●この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれたり、 
　中に入った場合火災・感電の原因となります。 

分解禁止 

●この機器のACアウトレットが供給できる電力は背面パネルに表示されております。接続する装置の消費電力の合計が表示されている 
　W（ワット／容量）数を超えないようにしてください。火災の原因となります。電熱器具、ヘアドライヤー、電磁調理器などは接続し 
　ないでください。また、供給電力以内であっても、電源を入れたときに大電流の流れる機器などは、接続しないでください。 

●電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加工したりしないでください。コードが破損して、火災・ 
　感電の原因となります。 

ACアウトレット（電源コンセント）付き機器のみ 

●電池を機器内に挿入する場合、極性表示プラス+とマイナス-の向きに注意し、表示通りにいれてください。間違えると電池の破裂、 
　液もれにより、火災・けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 

電池を使用する機器のみ 

●旅行などで長期間、この機器をご使用にならないときは安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
●お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 

●約5年に一度は機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。機器の内部にほこりがたまったまま、長時間掃除をしないと火災や 
　故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃除費用については販売店 
　にご相談ください。 
　 ●アンテナ工事には、技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。 
※送配電線から離れた場所に設置してください。アンテナが倒れた場合、感電の原因となることがあります。 

●濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。 

●移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、アンテナ線、機器間の接続コードなど外部の接続 
　コードを外してから行ってください。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。 

●長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。 

●お子様がカセットテープ、ディスク挿入口に、手を入れないようにご注意ください。けがの原因となることがあります。 

●ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げ過ぎないようにご注意ください。耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞く 
　と、聴力に悪い影響を与えることがあります。 

●電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。必ず 
　プラグを持って抜いてください。 

●調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。 
●ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。 

●電源を入れる前には音量（ボリューム）を最小にしてください。突然大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。 

●電源コード、スピーカーコードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが溶けて、火災・感電の原因となることがあります。 
●窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。キャビネットや部品に 
　悪い影響を与え、火災・感電の原因となることがあります。 
●湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原因となることがあります。 

警告 

注意 

●この機器の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。この機器には、内部の温度 
　上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔があけてあります。次のような使い方はしないでください。 
　この機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。この機器を押し入れ、専用のラック以外の本箱など風通しの悪いところに押し込む。 
　テーブルクロスをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用する。 

●この機器を設置する場合は、壁から10cm以上の間隔をおいてください。また、放熱をよくするために、他の機器との間は少し離して 
　置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面から2cm以上、背面から5cm以上のすきまをあけてください。内部に熱がこ 
　もり火災の原因となります。 

通風孔のある機器のみ 

●シンナーやベンジンなどの揮発性の薬品やクレンザーなどは、変色や傷を付ける原因となりますので使用しないで 
　ください。 

●ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所は避けて置いてください。また、設置場所の強度は重みに耐えら 
　れるものにしてください。落下して、けがや事故の原因となります。 

●高いところに設置される場合には、不意な衝撃に対して落下しないよう固定してください。固定しないまま使用しますと、 
　落下し、けがや事故の原因となります。 
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ミニディスクレコーダー（MDA-12）だからできる「こんなこと・あんなこと」を簡単にご紹介します。

聴ける-PLAY

聴き方多彩

リピート再生、ランダム再生、プログラム再生など、
多彩な聴きかたが楽しめます。またMDLPに対応して
いますのでMDLPで録音されたMDも再生できます。

クリアな音質

ミニディスクはデジタル式、CDやDATと同じなかま
です。だから、小さくても高音質。ノイズの少ないク
リアな音が楽しめます。

すばやい選曲

聴きたい曲、聴きたいフレーズを簡単にすばやく選ぶ
ことができます。CDと同様のディスク方式だからで
きる技です。

振動に強い

読み取った信号をいったんメモリーに貯めておいてか
ら再生する音とびガードメモリーにより、ゆれや振動
にも音とびしにくく、快適な演奏が楽しめます。

手軽なサイズ

ミニディスクはCDよりも小さく、カートリッジにお
さめられています。手軽にディスクを持ち歩くことが
でき、ディスクの収納にも場所を選びません。

すぐれた耐久性

ディスクからの信号の読み取りは、レーザー光で行い
ます。ディスクに直接触れないので、何度聴いても、
クリアな音質はほとんど変わりません。

デジタル入力で録れる

「オプティカルデジタル入力」端子を装備。より原音
に忠実な録音ができます。

手軽に録れる

録音の操作をすると、録音されていない部分をひとり
でに探し出し追加録音されます。前に録音した曲をあ
わてて消してしまう心配はありません。

いつまでもいい音

ディスクへの記録は、デジタルで行います。何回録り
なおしてもクリアな音質はほとんど変わりません。

長時間の録音再生

MDLPで最大320分の長時間にわたる録音、再生がで
きます。

曲番号をつけられる

1曲ごとに曲番号をつけると、CDのように簡単な操作
で選曲ができます。オリジナルの音楽ライブラリーも
CD同様の使い勝手が実現されます。

自在な編集

録音してから曲順を入れ替えたり、録音してから失敗し
た部分を取り出して消したり、録音したあとの編集が自
由自在にできます。好きな曲を組み合わせてオリジナル
の音楽ライブラリーを簡単に作ることができます。

タイトルを書き込める

録音したディスクや曲にアルバム名や曲名などのタイ
トルを書き込んで、選曲時や再生中に表示部に表示、
確認することができます。

ご注意

他のミニディスクレコーダーで書き込まれたタイトルは、本

機で正常に表示されないことがあります。

録れる-REC
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準備する
安全上の留意項目 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2
ミニディスクならこんなことができる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4
セッティングのしかた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6
接続のしかた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6
各部の名称および機能（背面）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7
付属品 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7
接続図（RA-12/CDA-12と接続する）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8
接続図（他のコンポーネント機器 と接続する）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9
各部の名称および機能（前面）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10
表示部の内容‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11
各部の名称および機能（リモコン）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12
リモコンの取り扱いについて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13
MD（ミニディスク）の取り扱いについて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14
システム上の制約について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16
シリアルコピーマネージメントシステムについて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16

聴く
MDを聴く ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17
表示部の表示内容／表示切り替えについて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18
すばやく選曲する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19
曲順を決めてから聴く（プログラム再生）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20
曲順をランダムに並べ替えて聴く（ランダム再生）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21
繰り返して聴く（リピート再生）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21

録音する
録音するまえに‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22
MDに録音する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥23
シンクロ録音するMusic Sync（ミュージックシンク） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥27
シンクロ録音するCD Sync（CDシンク） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥29

曲を消す
1曲ずつ消す（1曲消去/全曲消去） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥30

編集する
編集するときのご注意／曲を分ける（ディバイド機能）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥32
曲をつなぐ（コンバイン機能）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥34
曲を移動する（ムーブ機能）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥35
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接続上の注意

※接続の際は、接続する装置（アンプまたは、ステレオレシーバーなど）の電源を切ってから行ってください。

※接続する前に、本機に接続するオーディオ機器やビデオ機器の取扱説明書もよくお読みください。

※左右チャンネル、入力、出力端子をよく確かめて、正しく（左と左、右と右）接続してください。

※プラグはしっかり差し込んでください。不完全な接続は雑音発生の原因になります。

接続の順序

接続する場合や、外す場合は本機の電源プラグを必ず抜いた状態で行ってください。
1. セッティングのしかた（上の図）のようにセットを設置します。

2. MDレコーダーに付属のオーディオピンケーブル、光デジタルケーブル、システムコントロールケーブルを接続し
ます。

ステレオレシーバー（RA-12）との接続（アナログ接続）
録音用の接続：本機の録音入力端子とステレオレシーバーのMD録音出力端子を付属のオーディオピンケーブル

で接続します。
再生用の接続：本機のLINE OUT端子とステレオレシーバーのMD PLAY端子を付属のオーディオピンケーブルで接続し

ます。また、付属のシステムコントロールケーブルをシステムコントロール端子に接続します。

CDプレーヤ（CDA-12）との接続（デジタル接続）
本機のデジタル端子（OPTICAL）入力-1とCDプレーヤー（CDA-12）のデジタル出力端子（OPTICAL）を付属の光
デジタルケーブルで接続します（接続図8ページ参照）。

3. 正しく接続されているか、もう一度確認してから、MDレコーダー（MDA-12）の電源プラグをCDプレーヤー
（CDA-12）または、壁のコンセントなど他の機器の電源に連動しないところへつなぎます。
※RA-12の電源コンセントはパワースイッチに関係なく常に電源が供給されています。

本機背面の電源コンセントについて

非連動（最大容量100W）: パワースイッチに関係なく、常に電源が供給されています。
※接続する装置の消費電力が、指定電力容量を越えると危険です。接続する前に消費電力を確認してください。

本機はボーズ社アメリカンサウンドシステムシリーズAMS-1Ⅱとシステムを組むことができます。

システムの性能を発揮させるため、次のように設置してください。

接続のしかた

縦組みに置いた場合（正面図）

横組みに置いた場合（正面図）

システムを組む場合、MDレ
コーダー（MDA-12）は中段に
設置し、ステレオレシーバー
（RA-12）が最上段になるよ
うに設置してください。ステレ
オレシーバー（RA-12）の上、
横部の放熱口をふさがない
でください。
放熱が妨げられると火災や
故障の原因になります。

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

COMPACT DISC PLAYER CDA-12

REPEAT

DISPLAY

PLAY MODE

EJECT

PLAY/PAUSE

STOP

INTRO SCAN

POWER/STANDBY

PHONES

RECEIVER RA-12

INPUT
SELECTOR

MULTI JOG
PUSH ENTER

FUNCTION

CLEAR

VOLUME

BAND MEMORY TUNING MODE

CLOCK
DISPLAY

RA-12

MDA-12

CDA-12
POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

COMPACT DISC PLAYER CDA-12

REPEAT

DISPLAY

PLAY MODE

EJECT

PLAY/PAUSE

STOP

INTRO SCAN

POWER/STANDBY

PHONES

RECEIVER RA-12

INPUT
SELECTOR

MULTI JOG
PUSH ENTER

FUNCTION

CLEAR

VOLUME

BAND MEMORY TUNING MODE

CLOCK
DISPLAY

RA-12

MDA-12 CDA-12



付　属　品

7

①②LINE IN（ラインイン）
外部からのアナログの信号を入力する端子です。

③④LINE OUT（ラインアウト）
MDのアナログの再生信号が出力されます。

⑤DIGITAL I/O OPTICAL INPUT 
（光デジタル入力端子）1
光デジタル信号を入力する端子です。付属の角型、
EIAJ 標準光デジタルケーブルを使ってこの端子に
接続します。

⑥DIGITAL I/O OPTICAL INPUT 
（光デジタル入力端子）2
光デジタル信号を入力する端子です。角型、EIAJ標準
光デジタルケーブルを使ってこの端子に接続します。

⑦DIGITAL I/O OPTICAL OUTPUT 
（光デジタル出力端子）
サンプリング周波数44.1kHzの光デジタル信号が出
力されます。角型、EIAJ 標準光デジタルケーブル
を使ってこの端子に接続します。

⑧⑨SYSTEM CONTROL（システムコントロール）
ボーズ社アメリカンサウンドシステムシリーズ
AMS-1Ⅱのステレオレシーバー（RA-12）、CDプ
レーヤー（CDA-12）などとシステムコントロール
ケーブルで接続します。

⑩AC INLET
接続がすべて終了したら、電源プラグを 電源コ
ンセントに差し込みます。表示部に“STANDBY”
が表示されます。この“STANDBY”表示は、1ケ
月以上、電源プラグを抜いた（バックアップ用電
池が放電した）状態のときに表示されます。

⑪AC OUTLET UNSWITCHED 
非連動（最大容量100W）の電源コンセントです。
パワースイッチに関係なく常に電源が供給されて
います。

各部の名称および機能（背面）

L

R

MAX,100W
AC OUTLET

UNSWITCHED

‘US AND FOREIGN PATENTS 
LICENSED    FROM    DOLBY 
LABORATORIES LICENSING 
CORPORATION’ 

AC INLET10

11

1 3

42

8 9

SYSTEM
CONTROL

LINE

OUTIN

DIGITAL

OPTICAL

5 7

1 2 OUTINPUT

6

ご注意 
機器内部にレーザー光放射装置
があります。また、感電防止のため
サービスマン以外の方はネジや
フタを外さないでください。 

MODEL MDA-12
MJI  100V  50/ 60Hz  12W

① 

② 

③ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

④ ⑩ ⑪ 

オーディオピンケーブル（2本） 光デジタルケーブル（1本）

電源コード（1本）システムコントロールケーブル（1本）
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接続図（RA-12 /CDA-12と接続する）

システムコントロールケーブルは、雑音低減のため、アンテナ線から離してください。

ご注意 
感電防止のため 
サービスマン以外の 
方はネジやフタを 
外さないでくださ

17

13 14

SYSTEM
CONTROL

LR
SPEAKERS

SPEAKER IMPEDANCE12

11

16PHONO GND15

53

642

1

FM(75Ω)

PLAY

GND AM

REC

10

97

8
6 OHMS

AC INLET

MAX,100W
AC OUTLET

UNSWITCHED

20

19

MDAUX-2AUX-1CDPHONO

L

R

ANTENNA
18

MODEL RA-12
MJI  100V  50/ 60Hz  75W

L

R

MAX,100W
AC OUTLET

UNSWITCHED

‘US AND FOREIGN PATENTS 
LICENSED    FROM    DOLBY 
LABORATORIES LICENSING 
CORPORATION’ 

AC INLET10

11

1 3

42

8 9

SYSTEM
CONTROL

LINE

OUTIN

DIGITAL

OPTICAL

5 7

1 2 OUTINPUT

6

ご注意 
機器内部にレーザー光放射装置
があります。また、感電防止のため
サービスマン以外の方はネジや
フタを外さないでください。 

MODEL MDA-12
MJI  100V  50/ 60Hz  12W

1

2

4 5

SYSTEM
CONTROL

LINE OUT DIGITAL
OUT

OPTICALL

R

ご注意 
機器内部にレーザー光放射装置
があります。また、感電防止のため
サービスマン以外の方はネジや
フタを外さないでください。 

MODEL CDA-12 MAX,100W
AC OUTLET

UNSWITCHED

AC INLET

7

6

3

MJI  100V  50/ 60Hz  10W

上 

下 

RA-12

CDA-12

MDA-12

光ケーブルは奥までしっ
かり差し込んでください。 

保護キャップを外してく
ださい。また、外した保
護キャップは、なくさない
ように大切に保管してく
ださい。 

壁のコンセントへ 
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接続図（他のコンポーネント機器と接続する）

本機には、サンプリング周波数に自動的に対応するコンバーターが搭載されています。
デジタル入力信号をMDのサンプリング周波数（44.1kHz）に変換して録音します。したがってCD、MDだけでなくサンプ
リング周波数の異なるDAT（32kHz、48kHz）、衛星放送（32kHz、48kHz）などを本機でデジタル録音できます。

L

R

MAX,100W
AC OUTLET

UNSWITCHED

‘US AND FOREIGN PATENTS 
LICENSED    FROM    DOLBY 
LABORATORIES LICENSING 
CORPORATION’ 

AC INLET10

11

1 3

42

8 9

SYSTEM
CONTROL

LINE

OUTIN

DIGITAL

OPTICAL

5 7

1 2 OUTINPUT

6

ご注意 
機器内部にレーザー光放射装置
があります。また、感電防止のため
サービスマン以外の方はネジや
フタを外さないでください。 

MODEL MDA-12
MJI  100V  50/ 60Hz  12W

L

R

LINE TAPE
REC  OUTTAPE  IN

ANALOG  OUT

OPTICAL

DIGITAL OUT ANALOG  OUT

OPTICAL

DIGITAL OUT

OPTICAL

DIGITAL IN

アンプ 

CDプレーヤー、DATデッキ 
またはMDレコーダー 

CDプレーヤー 
またはMDレコーダー 

MDA-12

電源コンセントへ 

電源コンセントへ 電源コンセントへ 

上 

下 

光ケーブルは奥までしっ
かり差し込んでください。 

保護キャップを外してく
ださい。また、外した保
護キャップは、なくさない
ように大切に保管してく
ださい。 

※デジタル録音できないときは、“Din Unlock”または“Cannot Copy”が表示されます。このときは、アナログ入力端子につなぎ、

INPUT（インプット/入力切替）キーで“Analog in”に合わせて録音してください。注意
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各部の名称および機能（前面）

①POWER/STANDBY（パワー/スタンバイ ）
電源スイッチとSTANDBY（スタンバイ ）
インジケーター
このスイッチを押すと表示部が点灯して電源が入り
ます。もう一度押すと電源が切れてSTANDBYイン
ジケーター（赤）が点灯します。
ご注意
電源スイッチをオフにしても、回路の一部には電流が流れ続け
ます（スタンバイインジケーターが点灯して電源が供給されて
いることを示します）。長期間ご使用にならないときは、安全の
ため本機の電源プラグを電源コンセントから抜いてください。

②MD挿入口
MDをここから入れます。

③ （イジェクト）キー
MDを取り出すときに押します。

④CD SYNC（CDシンク）キー
本機とCDプレーヤー（CDA-12）を連動させて録音す
るときに使います。

⑤REC（レック）キー
録音のときや、録音中に曲番号をつけるときなどに
使います。

⑥ INPUT（インプット/入力切替）キー
このキーで背面入力端子を選びます。押すたびに
“Analog in”（LINE IN）、“Digital in 1”（OPTICAL IN 1）、
“Digital in 2”（OPTICAL IN 2）に切り替わります。

⑦EDIT/NO（エディット/ノー）キー
MDの編集をするとき、このキーを押して編集内容
を選びます。

⑧ SCROLL（スクロール）キー
曲名やディスク名をつけるときの文字送りとして
使います。また、再生中、曲名を見たいときに押
します。

⑨ REPEAT（リピート）キー
このキーを押すと同じ曲を繰り返して聴くことが
できます。一度押すとMD の全曲を繰り返し、も
う一度押すと1曲だけを繰り返し、さらにもう一度
押すとリピートが解除されます。また、このキー
は曲名やディスク名をつけるときの文字送りとし
て使います。

⑩MDLP/YESキー
消去や編集機能、入力したキャラクターなどを決
定するときに使います。ATRAC3で長時間録音す
るとき使います。

⑪CHARA/DISPLAY（キャラ/ディスプレイ）キー
キャラクターの選択や、表示部の表示切り替えに使
います。

⑫ （プレイ／ポーズ）キー
再生や録音をスタートするときに、このキーを押
します。再生中または、録音中に押すと、一時停
止します。もう一度押すと再スタートします。

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC
MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

CD SYNC

① ⑬ 

② ③ 
⑥ 

⑯ ⑭ ⑫ ⑮ 

⑤ ⑦ 
⑧ 

⑩ 
⑨ 

⑪ ④ 
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⑬マルチジョグダイヤル（ ）
好きな曲を瞬時に頭出ししたり、キャラクター※の
選択、キャラクターの確定、ディバイドの微調整
などいろいろな操作に使います。また、再生中に
このつまみを押しながら回すと曲の早送りや早戻
しができます。
※キャラクター：アルファベット、数字、カタカナなどの文

字の意味

※キャラクターを確定するときは、このつまみを押してください。

⑭ （ストップ）キー
再生を止めるとき、録音を止めるときなどに使います。

⑮表示部
ディスク名、曲名、曲番号、再生モード、録音モー
ド、編集モードなど、いろいろな情報を表示すると
ころです。

⑯受光部
内部にリモートコントローラーから出された赤外
線を受光する部分があります。コントローラーの
送信部をここに向けて操作してください。

B A 

J LK M N O P Q R

C D E F G I H 

表示部の内容

（プレイ）インジケーター

（ポーズ）インジケーター
再生を一時停止しているときに点灯します。

RANDOM（ランダム演奏）インジケーター

SYNC REC（シンクレック）インジケーター
システム接続でCDとのシンクロ録音のとき点灯します。

REPEAT 1 ALL（リピート/1曲リピート、全曲
リピート）インジケーター

S.SPACE（スマートスペース）インジケーター
スマートスペース機能がONのとき点灯します。

ピークレベルインジケーター

（レベルオーバー）インジケーター
録音レベルがオーバーしたとき点灯します。録音の際
はこのインジケーターが点灯しないように録音レベ
ルを調整してください。

DIGITAL IN（デジタル）インジケーター
DIGITAL OPTICAL 1または2からの入力に切り替
えると点灯します。

REC（録音）インジケーター

PROGRAM（プログラム演奏）インジケーター

A-MARK（オートマーク）インジケーター
オートマーク機能がONのとき点灯します。

MUSIC SYNC（ミュージックシンク）インジケーター
ミュージックシンクロ録音時に点灯します。

TOC EDITインジケーター

LP 2 4（MDLP録音再生）インジケーター
LP2またはLP4モードで録音、再生しているとき点
灯します。

キャラクター表示部
文字や数字などを表示します。

LEV（録音レベル）インジケーター

ANALOG IN（アナログ）インジケーター
LINE IN からの入力に切り替えると点灯します。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

L

M

N

O

P

Q

R

K
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各部の名称および機能 リモコン（ARC-1Ⅱ）

①送信部
赤外線を発光するところです。

②POWER（パワー）キー
このキーを押すと電源が入り、もう一度押すと電源が
切れてスタンバイインジケーターが点灯します。

③PHONO キー
ステレオレシーバー（RA-12）の入力をPHONOに切り
替えるとき、このキーを押します。

④CDキー
ステレオレシーバー（RA-12）の入力をCDに切り替え
るとき、このキーを押します。またこのキーを押すと
数字キーがCD用として使用できます。

⑤MDキー
ステレオレシーバー（RA-12）の入力をMDに切り替え
るとき、このキーを押します。またこのキーを押すと
数字キーがMD用として使用できます。

⑥AUX-1キー
AUX-1入力端子に接続されている音源に切り替える
とき、このキーを使います。

⑦AUX-2キー
AUX-2入力端子に接続されている音源に切り替える
とき、このキーを使います。

⑧チューナー操作キー
ステレオレシーバー（RA-12）を操作するキーです。ま
たこのキーを押すと数字キーがチューナー用として使
用できます。
・BAND（バンド）キー

FMまたはAMを切り替えるキーです。
・TUNER PRESET （チューナープリセット）キー

ステレオレシーバー（RA-12）でプリセットされたFM
局またはAM局をこのキーで呼び出します。

⑨数字キー（1～10／0、＞10）
演奏曲または、プログラムする曲の順番を指定すると
きに使用します。プリセットされた放送局を呼び出す
ときにも使用します。

⑩CDプレーヤー操作キー
CDプレーヤー（CDA-12）を操作するキーです。
・　 （プレイ／ポーズ）キー

・　 （ストップ）キー

・　　 （選曲）キー

・　　　 （サーチ）キー

・PLAY MODE（プレイモード）キー

・REPEAT（リピート）キー

本機がAMS-1Ⅱのステレオレシーバー（RA-12）、CDプ
レーヤー（CDA-12）とシステムコントロールケーブルで
接続されているとき、ステレオレシーバー（RA-12）に付属
のリモートコントローラーでシステム全体を操作できます。

POWER PHONO

AUX-1

AUX-2

BAND

PLAY MODE

MUTESLEEP VOLUME

REPEAT

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

CD

CD MD

TUNER
PRESET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10/0 10>

① 

② 

⑩ 

⑬ 
⑫ 

⑨ 

⑭ 

③ 
④ 

⑤ 
⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑪ 



リモコンに乾電池を入れてください 乾電池の交換
乾電池が消耗するとリモコンで操作できる距離が短く
なったり、操作できなくなったりします。この場合は
2本とも新しい乾電池と交換してください。

リモコンの取り扱いについて
リモコンの送信部をそれぞれの機器の受光部に向けて
操作してください。操作できる範囲は本体正面から左右
に30 、゚約6m以内の範囲で、障害物が無く本体が見通せ
る位置です。

乾電池を取り扱うときの注意
乾電池の誤った使い方は、電池の寿命を短くしたり、
液漏れや破裂の恐れがあり危険です。次の点にご注意
ください。
※（ ）と（ ）の向きは正しく入れてください。

※乾電池は絶対に充電しないでください。

※長期間使用しない時は、乾電池は取り出しておいてくだ

さい。

※液漏れが起こった時は、ケース内をよくふき取り新しい

乾電池と交換してください。

13

⑪MUTE（ミュート）キー
ステレオレシーバー（RA-12）の音量を一時的に消す
ときに押します。オンにすると、ステレオレシーバー
（RA-12）の音量表示の外周が点滅します。もう一度押
すと元の音量に戻ります（リモコンのみの機能で、本体
では操作できません）。

⑫VOLUME（音量）キー
ステレオレシーバー（RA-12）の音量を調整します。

⑬SLEEP（スリープ）キー
ステレオレシーバー（RA-12）でスリープタイマーを
セットするキーです。

⑭MDレコーダー操作キー
MDレコーダー（MDA-12）を操作するキーです。
・　 （ストップ）キー

・　 （プレイ／ポーズ）キー

再生や録音をスタートするときまたは、一時停止す
るときにこのキーを押します。

・　　　（選曲）キー

再生する曲を選ぶときに使います。録音中に録音
レベルを変えることもできます。

・SCROLL（スクロール）キー

曲名を見るときに押します。録音中にタイトルを付
けるときに押します。
・REPEAT（リピート）キー

繰り返して再生するときに使います。キーを押すた
びに、1曲リピート→全曲リピート→リピート解除→
1曲リピートの順に切り替わります。
・PLAY MODE（プレイモード）キー

再生のしかた（通常再生、プログラム再生、ランダム
再生）を 切り替えるときに使います。録音中にタイ
トルを付けるとき、カーソルの移動に使います。

・CD SYNC（CDシンク）キー

CDプレーヤー（CDA-12）に録音したいCDをセットし
て、システム接続されているMDレコーダー（MDA-
12）に録音可能なMDがセットしてあるとき、このキー
を押すとCDプレーヤー（CDA-12）はポーズ状態に
なりMDレコーダー（MDA-12）がRECポーズ状態に
なります。CDプレーヤー（CDA-12）のプレイポーズ
キーを押すと録音がスタートし、録音終了後にMDレ
コーダー（MDA-12）が自動的にストップします。

＋ －

リモコンの取り扱いについて

3 4

2

1. リモコンを裏返しにします。
2.図のようにフタを引きだすように電池ボックス
を開けます。

3.ボックス内の表示に合わせて乾電池（単3型）2本
を入れます。

4.スライドさせるようにフタを閉めてください。
※付属の電池は動作チェック用です。必ず新しい電池
（単3型乾電池）をご用意ください。



◆MDについて◆
MD（ミニディスク）とは

●小さいディスク
直径64mmのディスクを68×72×5mmの大きさのカー
トリッジに収めたもので、テープのように伸びたりから
んだりする心配がなく、音質も劣化することもなく耐久
性に優れています。また、カートリッジに収められてい
るので、ほこり、キズ、指紋などもつきにくく取り扱い
の簡単なディスクです。

●デジタル録音、再生
MDは、録音、再生ともデジタル方式です。そのため、ノ
イズや歪みが極めて少なくコンパクトディスク（CD）に
迫る高音質を実現しています。

●MDの種類について
MDには再生専用と、録音・再生ができる2つのタイ
プがあります。

・再生専用MD
再生のみが可能で、市販の録音
済みソフトはこのタイプです。
CDと同じ光ディスクで光学ピッ
クアップで信号を読み取り、再生
します。また、このMDには編集
は一切できません。

・録音用MD
何度でも録音・再生ができる
「生ディスク」です。
光磁気ディスクを使用してお
りレーザー光と磁気で記録す
る磁界変調オーバーライト方
式を採用しています。

●ATRACについて
MDは、CDの約半分の直径でありながらCDとほぼ同じ
長さの音楽を記録することができます。これは、新しく開
発された聴覚心理学に基づく音声圧縮技術“ATRAC :
Adaptive TRansform Acoustic Coding（アダプティブト
ランスフォームアコースティックコーディング）”によるも
のです。この技術によって聴覚上の音質が損なわれるこ
とがないように音楽データを1/5に圧縮することができ
ます。

●MDLPとは
ミニディスクの長時間再生モードのことで、新しい録音
形式(ATRAC3)です。最長160分のステレオ録音可能な
LP2モード、最長320分のステレオ録音可能なLP4モー
ドの2種類があります。LP2モードでは、左右独立音で
音声データーを圧縮し、LP4モードではジョイントステ
レオ（左右の音をひとまとめにして同時に圧縮する方法）
になっています。

・LP2、LP4録音したMDは、MDLPに対応している機
器でなければ再生することができません。

・本機はLP2、LP4再生の録音、再生に対応しています。

●素早い選曲（TOC）について
MDは、CDと同じように高速で目的の曲の頭出しがで
きます。しかも、録音用のMDでは、頭出しのみならず録
音した曲の編集も素早く行えます。
これは、曲の情報を“ユーザーTOC : Table Of
Contents”と呼ばれる音楽データとは別の領域で管理
しているからです。MDはこのTOCデーターを書き換え
るだけで、曲を消去したり、曲順を変更することができ
ます。
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MD（ミニディスク）の取り扱いについて

音声データ TOC領域 



●音とびガードメモリー
MDは、ディスクから読み取られたデーターをすぐに再
生するのではなくいったん半導体メモリーに蓄えておく
音とびガードメモリーを採用しています。このため、外
部からの衝撃や振動で光学ピックアップからの読み取
り信号が途切れても、半導体メモリーのデーターがなく
なる前に光学ピックアップからの読み取りが再開すれ
ば音楽が途切れることなく再生することができます。

●MD取り扱いについて
ミニディスクは、カートリッジに収められていますの
で、ゴミや指紋を気にせずに手軽に取り扱うことがで
きますが、カートリッジが汚れていたり、そっていた
りすると誤動作を起こす場合があります。いつまでも
美しい音を楽しむために次のことにご注意ください。

・MDに直接触らないでください。
シャッターを手で開けないでください。無理に開け
るとこわれます。
また、シャッターを開けてカートリッジ内のMDを
直接触らないでください。

・定期的にカートリッジについたほこりやゴミを乾い
た布でふき取ってください。

●MD保管上の注意
ミニディスクを次のような場所に置くことはさけてく
ださい。

・直射日光の当たる場所。
・暖房器具の近くや空調の吹き出し口などの高温にな
る場所。または高温になる物の上。

・車の中などの高温になる場所。
・投光照明機などの発熱物の近くの場所。
・極端に寒い場所。
・湿気や水分のある場所、プール、浴室などの湿気の
多い場所。

・カートリッジの中に、砂やほこりの入りやすい場所。

●MDにラベルを貼るときの注意
・ラベルは正しく貼り付けないと、ディスクが本体内
部につまって取り出せなくなることがあります。

●大切な録音を消さないために
・録音用MDには、大切な録音を間違って消さないた
めの、誤消去防止用つまみがついています。録音や
編集が終わったら、カートリッジ側面の誤消去防止
つまみをスライドさせ開いた状態にしておきます。
新しく録音や編集をしなおすときは、閉じた状態に
戻してください。
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光ピックアップ 

半導体メモリー 数秒間 

通常の再生時 

光ピックアップ 

半導体メモリー 

読み取りストップ 

振動したとき 

閉じる 

誤消去防止用つまみ 



ミニディスク（MD）システムは、従来のカセットやDAT
とは異なる方式で録音が行われます。

そのため、いくつかのシステム上の制約があり、次のよ
うな症状が出る場合があります。これらは、故障ではあ
りませんので、あらがじめご了承ください。

●最大録音可能時間に達していなくても“Disc Full”が
表示される。

MDシステムでは時間に関係なく、曲数がいっぱいに
なると“Disc Full”の表示が出ます。255曲以上は録
音できません。さらに曲を追加するには、不要な曲を
消すか、2枚目のディスクに分けて録音してください。

●曲数も録音時間にも余裕があるのに“Disc Full”が
表示される。

曲中にエンファシス情報などの入切が多く行なわれ
ると、曲の区切りと同じ扱いになり、時間や曲数に関
係なく“Disc Full”の表示が出ます。

●短い曲を何曲消してもディスクの残り時間が増えない。

ディスクの残り時間を表示するとき、8秒以下の部分
は無視するので、短い曲を消しても時間が加算されな
いことがあります。

●つなぐことができない場合がある。

編集を行ってできた曲は、つなぐことができない場合
があります。

●ディスクに録音した時間と残り時間の合計が、最大録
音可能時間に一致しない場合がある。

通常1クラスタ（約2秒）が最小単位で録音されます。そ
れに満たないものでも2秒分のスペースを使います。
このため実際に使用できる時間は少なくなります。

また、ディスクに傷があると、その部分を自動的に削
除するので、その分の時間が減ります。

●編集を行なった曲でサーチを行なうと、音が途切れる
ことがある。

●曲番が正確につかないことがある。

デジタル接続でCDを録音するとき、CDの録音内容に
よって短い曲ができる場合があります。

また、オートマーク機能で自動的にトラックマーキン
グを行った場合、録音するものの内容によっては、曲
番が正確につかない場合があります。

●“TOC Read”の表示がなかなか消えない。

購入したばかりの録音用ディスクを入れると、通常よ
り“TOC Read”表示が長く表示されます。

16

システム上の制約について

シリアルコピーマネージメントシステムについて

シリアルコピーマネージメントシステム（SCMS）は、著作権保護のため、各種のオーディオ機器間でデジタル録音がで
きるのは一世代だけに制限した規定です。

・CD（コンパクトディスク）、DAT(デジタルオーディオテープ）、MD (ミニディスク）ソフトからMDへデジタル録音で
きますが、一度デジタル信号をデジタル信号のまま録音したMDは、他のMDへデジタル信号のまま録音することは
できません。

・アナログレコードやFM放送などを、本機で録音したMDから他のMDへデジタル信号のまま録音できますが、一度
デジタル信号をデジタル信号のまま録音したMDから、他のMDへデジタル信号のまま録音することはできません。

デジタル 

他のMDレコーダー MDA-12

アナログ 

デジタル録音したMD アナログ録音したMD

デジタル録音は 
できません。 
（SCMS） 

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

デジタル 

他のMDレコーダー MDA-12

MDA-12

MDA-12

アナログ 

アナログ録音したMD デジタル録音したMD

アナログ録音したMD

他のMDレコーダー 

デジタル 

アナログ 

アナログ録音したMD

デジタル 

他のMDレコーダー 

アナログ 

デジタル録音したMD

アナログ録音したMD

デジタル録音は 
できません。 
（SCMS） 

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM
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MDを聴く

CDと同様に簡単な操作でMDを再生することができます。MDを入れ、 （プレイ／ポーズ）キーを押すだけで、
1曲目から順番に再生されます。

1. ステレオレシーバー（RA-12）あるいはご使用
になるプリメインアンプの電源を入れます。
ボーズ社AMS-1Ⅱと組み合わせているとき、システ
ムコントロールケーブルが接続されていれば、RA-
12の電源を入れるだけでシステム全体の電源が入
ります。
※ボーズ社AMS-1Ⅱと組み合わせてご使用になる
場合は4におすすみください。

2. INPUT SELECTOR（インプットセレクター）
つまみをMDに合わせてください。

3. 本機の電源を入れてください。

4. MDを入れます。
聴きたい曲の入ったMDを正しい向きに合わせて入
れます。
・ディスク名が登録されている時

“Welcome！”→“TOC Reading”→ディスク名
→収録曲数＋収録時間
の順に表示されます。

・ディスク名が登録されていない時

“Welcome！”→“TOC Reading”→“No Name”
→収録曲数＋収録時間
の順に表示されます。

5. 本機 （プレイ/ポーズ）キーまたはリモコン
の （MD用プレイ/ポーズ）キーを押します。
1曲目から再生が始まります。

6. ステレオレシーバー（RA-12）やプリメイン
アンプで音量を調節します。

7. 再生をやめるには。
本機またはリモコン（MD用）の （ストップ）キーを
押します。
一時停止をするときは本機 またはリモコン
の （MD用）キーを押します。もう一度同じキー
を押すと再び再生が始まります。

8. MDを取り出すには。
（イジェクト）キーを押すと表示部に“EJECT”が

表示されMDが手前に出てきます。ディスクがセット
されていないときにはプレイモード（プログラム再
生、ランダム再生）の切り替えはできません。

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

DISC LOADING MECHANISM

MDLP

MINIDISC RECORDER MDA-12

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

ステレオレシーバー（RA-12）

POWER/STANDBY

PHONES

RECEIVER RA-12

INPUT
SELECTOR

MULTI JOG
PUSH ENTER

FUNCTION

CLEAR

VOLUME

BAND MEMORY TUNING MODE

CLOCK
DISPLAY

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM
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表示部の表示内容／表示切り替えについて

表示部にはMDの全曲数、全再生時間、残量時間、デイスク名などを表示します。

録音用MDに曲名やディスク名を付けるには、「曲名やディスク名を付ける」（36ページ）参照。

全曲数や全再生時間、MDの残量時間、
ディスク名を調べる

停止中、DISPLAY（ディスプレイ）キーを押します。

押すごとに、表示は次のように変わります。

再生中の曲の残量時間や曲名を調べる

再生中、DISPLAY（ディスプレイ）キーを押します。

押すごとに、再生中の曲の残量時間または、曲名などが、
次のように表示されます。

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

停止中 

全曲数と全再生時間 

MD の残量時間（録音用MDのときのみ） 

ディスク名 

押す 

押す 

押す 

再生中 

再生中の曲番号と再生時間（通常表示） 

再生中の曲番号と残量時間 

曲名 

押す 

押す 

押す 

MDソフトでは、ディスク
の残量時間は表示されずに
ディスク名が表示されます 

表示部

DISPLAYキー

曲名が入っているときは
・再生中、いつでも曲名を見ることができます。本体の SCROLL（スクロール）または、リモコンのSCROLL（スクロール）
キーを押します。表示部に曲名が流れます。

曲名が流れているときに、本体の SCROLLまたは、リモコンのSCROLLキーを押すと、曲名の流れが一時停止します。
もう一度押すと流れます。

曲名が入っていないときは
・“No Name”が表示部に表示され、その後、再生時間が表示されます。
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すばやく選曲する

好きな曲を瞬時に頭出しすることができます。また再生を早送り、早戻ししながら聴きたいところをさがすことも
できます。

前後の曲の頭にとぶには
演奏中にマルチジョグダイヤル（ ）を次のクリッ
ク位置まで回します。

続けて回すと、回数に応じて前後の曲の頭にとぶことが
できます。

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

MDLP

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

再生を早送り、早戻しするには
演奏中にマルチジョグダイヤル（ ）を押しなが
ら次のクリック位置まで回します。右に回すと早送り
され、左に回すと早戻しされます。（このとき再生音が
小さく聴こえます）。つまみをはなすと通常の演奏にな
ります。

※早送り、早戻し中に音が途切れることがあります。

マルチジョグダイヤルを
押しながら回す

曲番号で選ぶ（ダイレクト選曲）
リモコンのMDキーを押し、続けて数字キーで、曲番号
を指定すると、再生が始まります。10曲目を選ぶには
10／0キーを押します。11曲以上を選ぶときは、最初
に＞10キーを押してから10の位の数、1の位の数とい
う順に数字キー（1～10／0）を押してください。（0は
10／0キーを使います）。

例1）7曲目を選ぶ：MDキー押します。続けて数字キー

の キーを押します。

例2）25曲目を選ぶ：MDキー押します。続けて キー

を押してから、 キー、 キーの順に押します。52

10>

7

※MDキーを押してから、5秒以内に数字キーを押して
ください。

曲番号とは？
MDソフトでは、再生する順を示す番号があらかじめ1曲ごとに割りあてられています。これを「曲番号」といいます。

POWER PHONO

AUX-1

AUX-2

BAND

CD MD

TUNER
PRESET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

POWER PHONO

AUX-1

AUX-2

BAND

PLAY MODE REPEAT

CD MD

TUNER
PRESET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10/0 10>
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曲順を決めてから聴く（プログラム再生）

好きな曲を好きな順に並べて再生することができます。また、リピート再生と組み合わせて、繰り返して聴くこと
もできます。

1. リモコンのMDキーを押してから （MD用ス
トップ）キーを押します。

2. リモコンのPLAY MODE（MD用プレイモード）
キーを操作してプログラムモードにします。
表示部に「PROGRAM」インジケーターが点灯し、
プログラムモードになります。

3. 聴きたい曲の順番を決めます。
数字キーで、曲番号を指定すると、順番にプログラ
ムされ、最大30曲（P-01からP-30）までプログラム
できます。30曲を超えてプログラムしようとすると、
表示部に“Program Full”が表示されます。

4. （MD用プレイ／ポーズ）キーを押します。
選曲した順番に再生が始まります。

プログラムの内容を変更することはできません。

※MDキーを押してから、5秒以内
に次のキーを押してください。

プログラム再生を通常再生に戻すには
停止中にリモコンのPLAY MODE（MD用）キーを操作して表示部の「PROGRAM」インジケーターを消灯させます。

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

POWER PHONO

AUX-1

AUX-2

BAND

PLAY MODE REPEAT

CD MD

TUNER
PRESET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10/0 10>

POWER PHONO

AUX-1

AUX-2

BAND

CD MD

TUNER
PRESET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

※リモコン（MD用）または、本体の STOP（ストップ）キー
を押すとプログラムした最後の曲から消去できます。

※停止中にリモコン（MD用）または、本体の STOPキー
を押すとプログラムした最後の曲から消去することがで
きます。



21

曲順をランダムに並べ換えて聴く（ランダム再生）

本機が曲順をランダム（順不同）に並べて再生します。次にどの曲がかかるかは、聴いてからのお楽しみです。

1. 停止中にリモコンのPLAY MODE（MD用プレイ
モード）キーを操作してランダムモードにします。
表示部に「RANDOM」インジケーターが点灯し、
ランダムモードになります。

2. （MD用プレイ／ポーズ）キーを押します。
ランダムに再生が始まります。すべての曲を1回づ
つ再生すると終了します。1回のランダム再生で、
同じ曲が何回も再生されることはありません。

ランダム再生中に曲の頭出しができます
リモコンの （MD用選曲）キーを押します。
本体では、ジョグダイヤル（ ）を 側また
は、 側に回します。

側に回す（ キーを押す）：再生中の曲の頭に戻
ります。すでに再生し終わった曲には戻りません。

側に回す（ キーを押す）：次の曲をランダムに
選んで再生します。

ランダム再生を通常再生に戻すには
停止中にリモコンのPLAY MODE（MD用）キーを操作
して表示部の「RANDOM」インジケーターを消灯させ
ます。

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

繰り返して聴く（リピート再生）
再生中の曲やディスクの全曲を繰り返して聴くことができます。

1曲リピート再生
リモコンのREPEAT（MD用リピート）キーを押します。表示部に「REPEAT 1」インジケーターが点灯されるまで、キーを押し
てください。本体のREPEAT（リピート）キーを操作しても、1曲リピートモードになります。1曲のみを繰り返し再生します。

1曲リピート再生を通常再生に戻すには
リモコンのREPEAT（MD用）キーまたは、本体のREPEATキーを押して、表示部の「 REPEAT 1」インジケーターを
消灯させます。

全曲リピート再生
全曲を繰り返して聴けます。プログラムやランダム再生も繰り返して聴けます。

リモコンのREPEAT（MD用）キーを押します。表示部に「REPEAT ALL」インジケーターが点灯するまで、キーを押し
てください。本体のREPEATキーを押しても、全曲リピートモードになります。全曲を曲番号順に繰り返し再生します。

プログラム再生時：プログラムした曲番号順に繰り返し再生します。

ランダム再生時：全曲を繰り返す毎に曲番号順をかえて再生します。

全曲リピート再生を通常再生に戻すには
リモコンのREPEAT（MD用）キーまたは、本体のREPEATキーを押して、表示部の「REPEAT ALL」インジケーターを
消灯させます。
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録音するまえに

録音するときのご注意
“Protected”が表示されたときは：

MDが誤消去防止状態になっています。MDの誤消去防止用つまみをずらして孔が閉じた状態にすれば録音できます。

“Disc Full”が表示されたとき：

MDの録音するための空きがありません。いらなくなった曲を消去して空きをつくるか、新しい録音用MDを用意し
てください。

“Cannot Copy”が表示されたとき：

デジタル録音できない音源をデジタルで録音しようとしています。入力をアナログにして録音してみてください。

“Din Unlock”が表示されたとき：

・INPUT（インプット/入力切替）キーで選択したデジタル録音が正しく接続されていません。音源を正しく接続し
てください。

・音源の機器の電源が入っていません。電源を入れてください。

録音したい音源によって曲番号の付きかたが異なります。
・CDまたはMDが音源で、INPUTキーを に合わせて録音するとき：

曲番号は、音源のCDやMDと同じように付きます。ただし、次のようにして録音した部分にたいして、曲番号が1つ
しか付かないことがあります。

・同じディスクの同じ曲を繰り返して（1曲リピートなどで）録音した部分。

・違うディスクの同じ曲番号を続けて録音した部分。

また、MDが音源のときは、4秒以下の曲には曲番号が付かないことがあります。

・表示部に「MUSIC SYNC」インジケーターが点灯していないときに、DATや衛星放送をデジタル録音したり、外部の
機器からの音声をアナログ録音する場合：

録音した部分全体で1曲として扱うため、曲番号は1つしか付きません。曲番号は、録音中または録音後に好きな
ところで付けることができます。また、アナログ録音、DAT や衛星放送などのデジタル録音中でも「MUSIC
SYNC」インジケーターが点灯していれば自動で付けることができます（「録音中に曲番号を付ける」24ページ、
「曲を分ける」32～33ページを参照）。

・DATや衛星放送などが音源で、INPUTキーをデジタル入力に合わせて録音するときは：

入力信号のサンプリング周波数が変わると、曲番号が自動的に変わります。

本機はシリアルコピーマネージメントシステムに準拠しています。

デジタル録音したMDをさらにデジタル録音することはできません（16ページを参照）。

“TOC”が点滅しているときは
録音した内容をMDに記録しているので、電源プラグをコンセントから抜いたり、本機をゆらしたりしないでください。
正しく録音されないことがあります 。録音の後にすぐに電源プラグを抜くと、録音した内容を記録できません。
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MDに録音する

1. 録音したい音源とステレオレシーバー（RA-12）
の電源を入れます。
ボーズ社AMS-1Ⅱと組み合わせているとき、システム
コントロールケーブルが接続されていると、RA-12の
電源を入れるだけで、システム全体の電源が入ります。
※ボーズ社AMS-1Ⅱと組み合わせてご使用になる場
合は4におすすみください。

2. ステレオレシーバー（RA-12）はINPUT
SELECTOR（インプットセレクター）つまみ
を、他のプリメインアンプならば入力を録音し
たい音源に合わせます。

3. ステレオレシーバー（RA-12）またはCDプレー
ヤー（CDA-12）とシステムコントロールケーブ
ルが接続されていないか、他のプリメインアン
プと組み合わせて使用するときには、本機の
POWER/STANDBY（パワー／スタンバイ）キー
または、リモコンのPOWER（パワー）キーを
押して電源を入れます。
STANDBY（スタンバイ）インジケーターが消灯し、
電源が入ります。表示部に“NO DISC”が表示され
ます。

4. 録音用MDを入れます。
録音用のMDを正しい向きに合わせて入れます。途
中まで録音してあるMDのときは、自動的に録音済
みの部分の終わりから続けて録音されます。

録音用のMD[未録音のMD（Blank Disc）または、録音できる残量時間のあるMD]を用意します。

POWER/STANDBY

MDLP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MEC

POWER PHONO

AUX-1

AUX-2

BAND

CD MD

TUNER
PRESET

1 2 3

4 5 6

7 8 9

ステレオレシーバー（RA-12）

POWER/STANDBY

PHONES

RECEIVER RA-12

MDの残り時間を調べる（残量時間表示）
本体のCHARA/DISPLAY（キャラ/ディスプレイ）キーを押すと次のように表示が切り替わります。

停止中

収録曲数と収録時間

↓
残量時間

↓
ディスク名

録音中

録音経過時間

↓
残量時間 PUSH�

 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

DISC LOADING MECHANISM

MDLP

MINIDISC RECORDER MDA-12

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP
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MDに録音する

6. REC（レック）キーを押します。
まだ録音は始まりません（録音待機状態）。表示部に
「 」インジケーターが点灯し、曲番号、NEWと残
量時間が交互に点滅します。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

音源につながっている端子の選び方

INPUTキーの操作と表示部の表示

キーを押すたびに

LINE IN（ラインイン）……………………………“Analog in”＋

OPUTICAL IN 1（光デジタル入力端子1）………“Digital in 1”＋

OPUTICAL IN 2（光デジタル入力端子2）………“Digital in 2”＋

と切り替ります。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

5. 本機のINPUT（インプット/入力切替）キーを録音
したい音源に合わせます。

ここでオートマークとスマートスペースの設定を行います。

曲番の付け方の設定（オートマーク）

自動で曲番を付けるには

・AutoMark（オートマーク）をONするには

1.録音待機中“AutoMark ?”が表示されるまでEDIT/NO（エディッ
ト/ノー）キーを押します。

2.MDLP/YESキーを1回押すと“AutoMark ON ?”が表示されま
すので、もう1度MDLP/YESキーを押します。表示部に「A-MARK」
インジケーターが点灯します。

・AutoMark（オートマーク）をOFFするには

1.録音待機中“AutoMark ?”が表示されるまでEDIT/NOキーを
押します。

2.MDLP/YESキーを押して“AutoMark ON ?”を表示させます。

3. EDIT/NOキーを押します。表示部の「A-MARK」インジケーター
が消灯してAutoMarkがOFFになります。
（録音中にRECキーを押すと曲番を付けることができます。）

※録音後にも曲番を付けることができます。編集操作で曲を分ける
と曲番号が一つ増えて記録されます（「曲を分ける」32～33ページ
参照）。

AutoMark（オートマーク）とは

録音中、約2秒の無音部分があると、
自動的に曲番号を1つ増やして次の
曲として録音する機能です。

・デジタル入力信号を録音すると
き（ インジケーター点
灯時）は自動的にAutoMarkはON
に設定されます。

・アナログ入力信号を録音すると
き（ インジケーター点
灯時）はONとOFFを選択するこ
とができます。
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MDに録音する

7. マルチジョグダイヤルを回して録音レベルを
調整します。
レベルインジケーターの が点灯しないように
レベルを調整します。

初期設定値
アナログ録音レベル：-15dB
デジタル録音レベル：0dB

8. （プレイ/ポーズ）キーを押します。
本機の録音が始まります。

9. 録音したい音源の演奏を始めます。
録音をやめるときは （ストップ）キーを押します。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

無音部分を余分に録音しないようにする

・S.Space（スマートスペース）をONするには

1.録音待機中“S.Space ?”が表示されるまでEDIT/NO（エディット/
ノー）キーを押します。

2.MDLP/YESキーを1回押すと“S.Space ON ?”が表示されますの
で、もう1度MDLP/YESキーを押します。表示部に「S.SPACE」
インジケーターが点灯します。

・S.Space（スマートスペース）をOFFするには

1.録音待機中“S.Space ?”が表示されるまでEDIT/NOキーを
押します。

2.MDLP/YESキーを1回押すと“S.Space ON ?”を表示させます。

3. EDIT/NOキーを押します。表示部の「S.SPACE」インジケー
ターが消灯してS.SpaceがOFFになります。

S.Space（スマート・スペース）とは

録音中に無音状態が長く続いた時
録音を一時中断し、余分な録音を
しないようにする機能です。

・録音中に約4秒、無音状態が続く
と表示部に“Signal Wait”の表
示が点滅し。音声信号が入力さ
れるのを約20秒待ちます。その間
に信号が入力されると、曲番号を
1つ増やして次の曲として録音を
再開します。

・20秒以上無音が続いた場合は、
録音待機の状態になります。再
び、 （プレイ/ポーズ）キーを
押すと録音が再開します。
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MDに録音する

曲番号を指定しなくても、今録音した曲をすぐに再生して確認できます。
・ （ストップ）キーを押して録音を止めた後（曲番号が点滅中）、すぐに （プレイ/ポーズ）キーを押します。
今回、録音を始めた最初の曲が再生されます。

録音した曲を確認するときは

録音を一時停止する：
（プレイ/ポーズ）キーを押します。

再び録音を始めるときは、もう一度 （プレイ/ポーズ）キーを押します。

MDを取り出す：
（イジェクト）キーを押します。

こんなときは？

録音を止めた後、MDの最初から再生するときは

1. 録音を止めた後、もう一度 （ストップ）キーを押します。

2. （プレイ/ポーズ）キーを押します。
MDの最初の曲から再生します。

・録音中は、本機を揺らしたりしないでください。また、INPUT（インプット）キーを操作しないでください。

・本機の電源を切ったり、電源プラグをコンセントから抜いたりしたときは、次に電源を入れると、最後の録音モードの設定

（アナログまたは、デジタル入力）が記憶されています。

・録音を一時停止すると、曲番号は変わります。例えば、4曲目を録音中に一時停止したあと、再び録音を始めると、そこから

は5曲目として録音されます。

注意



27

シンクロ録音する MusicSync（ミュージックシンク）

1. ステレオレシーバー（RA-12）の電源を入れ
ます。
システム全体の電源が入ります。

2. 本機に録音用MDを入れます。
録音用のMDを正しい向きに合わせて入れます。途
中まで録音してあるMDのときは、録音済みの部分
の終わりから続けて録音されます。

3. 本機のINPUT（インプット/入力切替）キーを
録音したい音源に合わせます。

4. 録音レベルを調整します。

ステレオレシーバー（RA-12）

POWER/STANDBY

PHONES

RECEIVER RA-12

INPUT
SELECTOR

MULTI JOG
PUSH ENTER

FUNCTION

CLEAR

VOLUME

BAND MEMORY TUNING MODE

CLOCK
DISPLAY

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

DISC LOADING MECHANISM

MDLP

MINIDISC RECORDER MDA-12

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MusicSync（ミュージックシンク）とは

デジタル録音、アナログ録音どちらの場合でも録音待機中に音声信号が入力されると自動的に録音を開始する機
能です。また、録音中に約4秒無音状態が続くと録音を一時中断し、表示部に“Signal Wait”と点滅させ、約20秒
音声信号が入力されるのを待ちます。その間に信号が入力されると曲番号を1つ増やして、次の曲として録音を再
開します。20秒以上無音状態が続いた場合は録音を自動的に終了します。

※MDの残り時間を調べる（23ページ参照）。

音源につながっている端子の選び方

INPUTキーの操作と表示部の表示

キーを押すたびに

LINE IN（ラインイン）……………………………“Analog in”＋

OPTICAL IN 1（光デジタル入力端子1）………“Digital in 1”＋

OPTICAL IN 2（光デジタル入力端子2）………“Digital in 2”＋

と切り替ります。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

1. 録音したい音源を再生します。
2. 表示部に「MUSIC SYNC」インジケーターが点灯していないことを
確認してREC（レック）キーを押します。

・MusicSync（ミュージックシンク）をOFFするには

1.録音待機中“MusicSync ?”が表示されるまでEDIT/NO（エ
ディット/ノー）キーを押します。

2.MDLP/YESキーを1回押すと“MusicSync ON ?”を表示させます。

3. EDIT/NOキーを押します。表示部の「MUSIC SYNC」インジ
ケーターが消灯してMusicSyncがOFFになります。



シンクロ録音する MusicSync（ミュージックシンク）
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PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

本機の （プレイ/ポーズ）キーまたは、リモコンの （MD用プレイ/ポーズ）キーを押します。再び録音を始める
ときは、もう一度同じキーを押します。録音を一時停止すると、曲番号は一つ増えます。

シンクロ録音を一時停止するには

3. マルチジョグダイヤルを回して録音レベルを調
整します。
レベルインジケーターの が点灯しないよう
にレベルを調整します。

4. 本機またはリモコン（MD用）の （ストップ）キー
を押します。
音源の再生も停止させます。

5. MusicSyncをONにします。

6. 本機のREC（レック）キーを押します。
表示部の インジケーターが点灯点滅します。

7. 音源の再生を開始します。
再生が始まると自動的に録音も開始されます。

8. 録音を終わらせたいところで本機または、
リモコン（MD用）の （ストップ）キーを押します。

初期設定値
アナログ録音レベル：-15dB
デジタル録音レベル：0dB

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

・MusicSync（ミュージックシンク）をONするには

1.録音待機中“MusicSync ?”が表示されるまでEDIT/NO（エディッ
ト/ノー）キーを押します。

2.MDLP/YESキーを1回押すと“MusicSync ON ?”が表示されま
すので、もう1度MDLP/YESキーを押します。表示部に
「MUSIC SYNC」インジケーターが点灯します。



シンクロ録音する CD Sync（CDシンク）
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PLAY MODE REPEAT

CD SYNC SCROLL

ARC-1II REMOTE CONTROL UNIT

MD

CD Sync（CDシンク）とは

ボーズ社アメリカンサウンドシリーズAMS-1ⅡのCDプレーヤー（CDA-12）と組み合わせて使用すると、簡単にCDの
音を録音できる機能です。CD Sync録音時は、“AutoMark ON ”になり自動的に曲番号を付けてくれます。

・CD Syncを録音するには、CDプレーヤー（CDA-12）と本機がシステムコントロールケーブルで接続されている必要が

ありああす。8ページを参照にして接続を確認してください。また、光デジタルケーブルは、本機のDIGITAL IN 1に

接続してください。
注意

1. ステレオレシーバー（RA-12）の電源を入れ
ます。
システム全体の電源が入ります。

2. 本機に録音用MDを入れます。

3. CDプレーヤー（CDA-12）で再生方法（通常の
再生、プログラム再生、リピート再生）を選びます。

4. 本機または、リモコンのCD SYNC（CDシンク）
キーを押します。

ステレオレシーバー（RA-12）

POWER/STANDBY

PHONES

RECEIVER RA-12

INPUT
SELECTOR

MULTI JOG
PUSH ENTER

FUNCTION

CLEAR

VOLUME

BAND MEMORY TUNING MODE

CLOCK
DISPLAY

POWER/STANDBY

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

MDLP

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

MINIDISC RECORDER MDA-12

DISC LOADING MECHANISM

POWER/STANDBY

DISC LOADING MECHANISM

MDLP

MINIDISC RECORDER MDA-12

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

5. CDプレーヤー（CDA-12）の再生を始めます。
CDプレーヤーの再生が始まると自動的に録音も開始されます。CDの再生が終了すると、自動的に録音も終了し
ます。

本機または、リモコン（MD用）の （ストップ）キーを押します。

途中で録音を終了するには

本機の （プレイ/ポーズ）キーまたは、リモコンの （MD用プレイ/ポーズ）キーを押します。再び録音を始めると
きは、もう一度同じキーを押します。録音を一時停止すると、曲番号は一つ増えます。

一時停止するには



1. 消したい曲の曲番号が表示されるまで、マル
チジョグダイヤル（ ）を回します。

2. “Erase ?”が表示されるまで、EDIT/NO（エ
ディット/ノー）キーを押します。
表示部の「TOC EDIT」インジケーター（赤色）が
点灯します。

曲を消す（1曲消去／全曲消去）
録音したディスクを消すには、次の2通りがあります。

・指定した曲番号の内容のみを消す（1曲消去）。ディバイド機能やコンバイン機能を使って1曲ごとに曲番号を割り
あてておけば、消したい曲番号で指定できます。

・録音した内容すべてを消す（全曲消去）。

1曲ずつ消す（1曲消去）
曲番号を指定するだけで、1曲をまるごと消せます。消し
た曲番号には次の曲番号が順に繰り上がり、自動的に改
めて連続した曲番号が付きます。たとえば、曲番号1を消
すと、元の曲番号2が1に繰り上がります。2曲以上消す
ときは、途中の曲番号が変わらないように、後ろの曲か
ら消すことをおすすめします。カセットテープのように録
音済みの部分を消しながら録音する必要はありません。

例） B曲を消すとき

B曲が消える 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 4トラック 曲番 
(TRACK)

A曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 

シンクロ録音する CD Sync（CDシンク）

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

CD Sync録音がうまくいかないときは、次のことを確認してください。

・システムコントロールケーブルが正しく接続されていますか？

・録音用のMDが正しく入っていますか？

・MDの録音できる空きがありますか？

・光デジタルケーブルがCDプレーヤー（CDA-12）と本機に正しく接続されていますか？

・入力セレクターが“Digital in 1”になっていますか？

CD SYNC（CDシンク）キーを押して、録音待機中にINPUT（インプット入力切替）キーを押して表示部に
“Digital in 1”を表示させてください。

・“Cannot Copy”が表示されて録音できない。

一度デジタル録音されたソースをデジタル録音しようとしています。この場合デジタルで録音することができま
せん。CD SYNCキーを押して、録音待機状態のときにINPUTキーを押して入力を“Analog in”に切り替えてア
ナログで録音してください。一度入力を切り替えると、次回CD SYNCキーを押したとき、最後にCD SYNC
録音をしたときの入力が選ばれますので、入力切り替えを“Digital in 1”に戻すことを忘れないでください。

・録音レベルが適正になっていますか？

CD SYNCキーを押して録音待機中にマルチジョグダイヤルを回して録音レベルを合わせます。
初期設定値
アナログ録音レベル：-15dB
デジタル録音レベル：0dB

CD録音がうまくいかないときは
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すべての曲を消す（全曲消去）
一度に、MDの全曲と全曲名、ディスク名（MDに記録されているすべての内容）を消すことができます。いったん消すと
元に戻せないので、確認してから行ってください。

1. 停止中、“All Erase ?”が表示されるまで、
EDIT/NOキーを押します。
表示部の「TOC EDIT」インジケーター（赤色）が
点灯します。

2. MDLP/YESキーを押します（1回目）。
表示部に“All Erase ??”が表示されます。

3. MDLP/YESキーを押します（2回目）。
表示部に“Complete”が数秒間表示されて消えると、
“Blank Disc”が表示されます。
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曲を消す（1曲消去／全曲消去）

全曲を消すのを途中でやめるときは
EDIT/NOキーまたは、 （ストップ）キーを押します。

※手順2で、表示部に“Protected”が表示されたときは、ディスクが誤消去防止状態になっています。
（「MDの取り扱いについて」15ページを参照）。

曲を消すのを途中でやめるときは
EDIT/NO（エディット/ノー）キーまたは、 （ストップ）キーを押します。

3. MDLP/YESキーを押します（1回目）。
表示部に“Erase ??”が表示されます。

4. MDLP/YESキーを押します（2回目）。
表示部に“Complete”が数秒間表示されて消える
と、手順1で選んだ曲が消えます。

5. 続けて曲を消すときは手順1～4を繰り返します。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

注意

※手順1で、表示部に“Protected”が表示されたときは、ディスクが誤消去防止状態になっています。
（「MDの取り扱いについて」15ページを参照）。注意

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP



1. 再生中、曲を分けるところで、 （プレイ／
ポーズ）キーを押します。
再生が一時停止状態になります。

2. “Divide ?”が表示されるまで、EDIT/NO（エ
ディット/ノー）キーを押します。

3. MDLP/YESキーを押します（1回目）。
表示部に“Rehearsal”と“Position ok ?”が交互
に表示され、分けるところを繰り返し再生します。

曲を分ける（ディバイド機能）
録音後に1曲を2つの曲に分け、新たに頭出しのため
の曲番号を記録します。アナログ録音したMDなどで
1つの曲番号に複数の曲が録音されている場合や、曲
の途中で頭出し点をつくるときに使います。分けた曲
以降の曲番号は順に1番ずつ加算され、自動的に改め
て連続した曲番号が付きます。

編集機能では、録音したディスクの好きなところで頭出しができるように、曲を途中から分けたり、連続した2つの曲
をつないだりして録音後の手直しができる、曲を分ける「Divide」ディバイド機能、曲をつなぐ「Combine」コンバイン機
能、また、曲を移動する「Move」ムーブ機能、曲名やディスク名を付ける「Name in」タイトル機能などがあります。
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編集する　編集するときのご注意／曲を分ける（ディバイド機能）

B曲とC曲に分ける 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 4トラック 曲番 
(TRACK) A曲 D曲 C曲 

1トラック 3トラック 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 4トラック 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 4トラック 

B曲 

2トラック 

編集するときのご注意
“Protected”が表示されたときは：

ディスクが誤消去防止状態になっています。編集ができません。誤消去防止ツマミをずらして孔が閉じた状態に
してから編集してください（「MDの取り扱いについて」15ページを参照）。

編集を行った後は、表示部の「TOC EDIT」インジケーターが点灯しています。

ディスクを取り出そうとするか、電源を切ろうとすると、“TOC Writing”が点滅し、編集した内容をディスクに
記録します 。“TOC Writing”が点滅中は、編集した内容を記録しているので、本機をゆらしたり、電源プラグを
コンセントから抜いたりしないでください 。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

例：2曲目をB曲とC曲の2つに分けるとき

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP



4. 分けるところを正しく再生していないときは、
EDIT/NO（エディット/ノー）キーを押します。
ディバイド機能が解除されて、通常再生に戻りま
す。分けるところを正しく再生しているときは、
手順7の操作に移ります。

5. 分ける部分の微調整を行います。
手順1～3を行い、繰り返し再生される音を聴きな
がらマルチジョグダイヤル（ ）を回して、
分けるところを少しずつずらします。表示部に
“Rehearsal”と“Position ok ?”が交互に表示さ
れ、分けるところを繰り返し再生します。その曲（1
曲）の中だけで最大－90ステップから＋90ステップ
まで移動できます（1ステップは約0.06秒です）。

6. 分けるところを再生していないときは手順5
を繰り返します。

7. 分けるところを正しく再生しているときは、
MDLP/YESキーを押します。
表示部に“Complete”が表示されて消えると、曲が
分かれます。
分かれ目の次の曲の頭から再生が始まります。分か
れた曲に曲名がついているときは、後の曲には曲名
が付きません。
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曲を分ける（ディバイド機能）

曲を分けるのを途中でやめるときは
EDIT/NOキーまたは、 （ストップ）キーを押します。

1曲分のみ、曲を元に戻せます
コンバイン機能を使って曲をつなぎます（「曲をつなぐ」34ページ参照）。

録音中も曲は分けられます
録音中にREC（レック）キーを押すと曲番が1つ増えて録音を続けます。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP



1. つなぐ曲の曲番号が表示されるまで、マルチ
ジョグダイヤル（ ）を回します。
表示部に 表示された曲を前の曲とつなぎます。例
えば、3曲目と4曲目をつなぐときは、4曲目を表示
させます。

2. “Combine ?”が表示されるまで、EDIT/NO
（エディット/ノー）キーを押します。

3. MDLP/YESキーを押します。
表示部に“Rehearsal”と“Track ok ?”が交互に表示
され、つなぎ目の部分（つなぐ前の曲の終わりと後ろ
の曲の初め）を繰り返し再生します。

4. つなぎ目の部分を正しく再生していないときは、
EDIT/NOキーまたは、 （ストップ）キーを押
して手順1からやりなおします。
つなぎめの部分を正しく再生しているときは、手
順5の操作に移ります。

5. つなぎ目の部分を正しく再生しているときは
MDLP/YESキーを押します。
表示部に“Complete”が表示されて消えると、曲がつ
ながります。つないだ2曲の両方に曲名がついてい
るときは、後の曲名は消えます。

連続した2つの曲をつないで1曲にまとめます。いく
つかの曲を続けて聴けるようにしたり、何度も停止し
てコマ切れで録音したものを1つにまとめたりすると
きなどにお使いください。
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曲をつなぐ（コンバイン機能）

B曲とC曲がつながる 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 4トラック 

曲番 
(TRACK)

A曲 D曲 C曲 

1トラック 3トラック 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 4トラック 

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 4トラック 

B曲 

2トラック 

曲をつなぐのを途中でやめるには
EDIT/NOキーまたは、 （ストップ）キーを押します。

つないだ曲を元に戻せます
ディバイド機能を使って曲を分けます（「曲を分ける（ディバイド機能）」32～33ページ参照）。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

例：B曲とC曲をつなぐとき

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP
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ある曲を好きな位置に移動して、曲順を変えることが
できます。移動後の曲番号は、自動的に改めて連続し
た曲番号が付きます。

曲を移動する（ムーブ機能）

A曲 B曲 D曲 C曲 

1トラック 2トラック 3トラック 4トラック 曲番 
(TRACK)

3トラック 2トラック 

D曲 

4トラック 

B曲 

1トラック 

C曲 A曲 

1. 移動したい曲の曲番号が表示されるまで、マル
チジョグダイヤル（ ）を回します。

2. “Move ?”が表示されるまで、EDIT/NO（エ
ディット/ノー）キーを押します。

3. MDLP/YESキーを押します。
表示部に
“移動したい曲番号”→“移動先の曲番号ok ?”
が表示されます。

4. 移動先の曲番号が表示されるまで、マルチジョグ
ダイヤル（ ）を回します。

5. MDLP/YESキーを押します。
表示部に “Complete”が表示されて消えると、
曲が移動します。

移動したい曲の曲番号

移動先の曲番号

曲を移動するのを途中でやめるには
EDIT/NOキーまたは、 （ストップ）キーを押します。

例：A曲を3曲目に移動するとき

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP



1. “Name in ?”が表示されるまで、EDIT/NO
（エディット/ノー）キーを押します。
付けるタイトルが、曲名かディスク名かで、操作
するときが異なります。次の表にしたがって操作
してください。

2. MDLP/YESキーを押します。
表示部に“Name Reading”が点滅表示され、カー
ソルが点滅します。

3. CHARA/DISPLAY（キャラ/ディスプレイ）キー
を押して、文字の種類を選ぶ。
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アルファベットの大文字や小文字、数字、記号、カタカナを使って、曲名やディスク名を付けることができます。

1枚のディスクに合計約1700文字※を入力できます。この操作は、本体で行います。

※カナ文字は1文字分のデータ量が多いため使用したとき入力できる文字数が少なくなります。

※1曲番号、1ディスク名は最大250文字まで付けられます。250文字を超えると表示部に“Name Full”が表示されます。

※他のMDレコーダーで251文字以上入力されたディスクを本機で使用しタイトルの操作を行うと250文字を超える
文字は消去されます。

曲名やディスク名を付ける（タイトル機能）本体で操作する

カーソルが点滅

再生中、再生一時停止中、録音中、停止中に曲を選ん
で（曲番号を表示して）いるとき

付けるタイトル 操作するとき

曲名

ディスク名　　　　停止中に曲を選んでいないとき

※曲を選ぶときは、マルチジョグダイヤル（ ）
を回します。

再生中または、再生一時停止中、録音中、停止中に行います。再生中および録音中は、その曲が終わるまでに曲名
を付け終えてください。途中で曲が終わると、それまで入力していた文字は無効になります。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

大文字

アルファベット

小文字

アルファベット

数字

カタカナ

文字の種類 操作のしかた

“A”が表示されるまで、CHARA/DISPLAYキーを押す

“a”が表示されるまで、CHARA/DISPLAYキーを押す

“0”が表示されるまで、CHARA/DISPLAYキーを押す

“ア”が表示されるまで、CHARA/DISPLAYキーを押す

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP



4. 希望の文字が表示されるまで、マルチジョグダ
イヤル（ ）を回します。

5. 希望の文字で、マルチジョグダイヤル（ ）
を押します。
手順4で選んだ文字が点灯して、次の位置（右どな
り）でカーソルが点滅します。

6. 手順3～5を繰り返して、希望のタイトルを表
示させます。

7. MDLP/YESキーを押す。
“Name Writing”が点滅表示し、曲名または、
ディスク名が付きます。
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曲名やディスク名を付ける（タイトル機能）本体で操作する

選んだ文字が点滅

選んだ文字が点滅

（スペース）A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z a
b c d e f g h i j k l m n o q r s t u v w x y z 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ! " # $
% & '（ ）※ + , － . ／：；＜＝＞？＠_ ` アイウエオカキクケコサシス
セソタチツテトナニヌネノハヒフヘホマミムメモ　ヤユヨラリルレ
ロワヲンァィゥェォャュョュッ゛°再び（スペース）A・・・・・

間違えた文字を修正するときは
SCROLL（スクロール）キーまたは、 REPEAT（リピート）キーで間違えた文字を点滅させ、手順3～5を繰り返し

ます。

1文字分空けたり挿入するときは
REC（レック）キーを押します。1文字分の空白ができます。

1文字分移動するときは
カーソルが点滅した状態のまま、 SCROLLキーまたは、 REPEATキーを押して左右に移動します。

文字を消すときは
SCROLLキーまたは、 REPEATキーで間違えた文字を点滅させ、EDIT/NO（エディット/ノー）キーを押します。

タイトルを付けるのを途中でやめるには
（ストップ）キーを押します。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

文字の種類を変えたいときは、CHARA/DISPLAY（キャラ/ディスプレイ）キーを押します。



2. MDLP/YESキーを押します。
表示部に“Name Reading”が点滅表示され、カー
ソルが点滅します。

3. SCROLL（スクロール）キーまたは、
REPEAT（リピート）キーで変更したい文字を点
滅させ、「曲名やディスク名を付ける」手順3～5
を繰り返します。

4. 変更が終わったらMDLP/YESキーを押します。
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1. “Name in ?”が表示されるまで、EDIT/NO
（エディット/ノー）キーを押します。
変更するタイトルが、曲名かディスク名かで、操
作するときが異なります。次の表にしたがって操
作してください。

曲名やディスク名を変更する

すべての曲名とディスク名を消す（ネームイレース機能）
一度に、ディスク中のすべての曲名やディスク名を消せます。いったん消すと、元に戻せません。

1. 停止中、“Name Erase ?”が表示されるまで、
EDIT/NOキーを押します。

2. MDLP/YESキーを押します。
すべての曲名とディスク名が消えます。

1枚のMDの内容（曲と曲名、ディスク名）をすべて消
せます（「全曲消去」31ページ参照）。

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH�
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/�
YESEDIT/NO

�
SCROLL REPEAT

CHARA /�
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

変更する文字が点滅

再生中、再生一時停止中、録音中、停止中に曲を選ん
で（曲番号を表示して）いるとき

変更するタイトル 操作するとき

曲名

ディスク名　　　　停止中に曲を選んでいないとき

※曲を選ぶときは、マルチジョグダイヤル（ ）
を回します。

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP

PUSH
 ENTER

INPUT

REC

CD SYNC

MDLP/
YESEDIT/NO

SCROLL REPEAT

CHARA /
DISPLAY

PLAY/PAUSE

STOP
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メッセージ表示一覧

故障かなと思ったら？

お使いになっているとき、状況により、英語のメッセージが出ます。日本語の意味は次の表の通りです。

メッセージ 意　　　　味 メッセージ 意　　　　味 

Blank Disc NO DISC

No Track

Protected

Retry

Retry Error

Sorry

Din Unlock

Cannot Copy

Cannot EDIT

Disc Error

Disc Full

Impossible

Name Full

購入したばかりの録音用MD、または全
曲を消去した録音用MDが入っている。 MDが入っていない。 

曲は入っていないが、ディスク名だけ付
いているMD。 

MDが誤消去防止状態になっている（「MD
の取り扱いについて」14～15ページ参照）。 

録音中、振動やMDの傷があったので、
記録し直している。 

録音中、振動やMDの傷がいくつもあっ
たため、記録し直しが連続し、正常に録
音できない。 

つなぐことができない曲や部分をつなご
うとした。 

デジタル音源が正しく接続されていない。 

デジタル録音できない状態になっている
（「SCMSについて」16ページ参照）。 

プログラム、ランダム再生の状態で編集
しようとした。 

異常な（損傷している、TOC が入って
いない）MDが入っている。 

MDの1曲目でコンバインしようとした。
1曲目ではコンバインできない。 

MDの残量時間がないため、録音できな
い（「システム上の制約について」16
ページ参照）。 

入っている曲名とディスク名が最大値に
達した。約1700文字しか入れられない。 

・ディスクに示された収録可能時間を使い切って
いないのに“Disc Full”が表示される。

・曲番号にも収録可能時間にも余裕があるのに
“Disc Full”が表示される。

・コンバイン 機能が使えないことがある。

・曲を消しても残り時間が増えない。

・早送り、早戻しをすると、音が途切れることが
ある。

・録音した時間と残り時間を足しても、ディスク
に表示された収録可能時間にならない。

ミニディスクでは、時間に関係なく、録音できる曲数に制限
があります。曲番号が255以上になる録音はできません。

部分的に消して録音しなおす操作を繰り返すと、ディスクの
あちらこちらに空き部分ができます。このようなディスクに
録音する場合、ミニディスクでは1曲のデーターを空き部分に
こまかく分けて記録します。録音中、分けられた部分が多く
なると“Disc Full”が表示されることがあります。分けられ
て8秒以下の部分ができるとその曲はコンバイン 機能でつな
げることはできません。また、その部分は消しても残り時間
は増えません。こまかく分けて記録されている曲は、早送り
や早戻しすると音が途切れることがあります。

ミニディスクでは、最低でも2秒分の連続したスペースがない
と録音できません。そのため、短い空き部分のたくさんでき
たディスクでは、実際に録音できる時間は短くなります。

故障の場合のお問い合わせ先
故障および修理のお問い合わせは、ボーズサービスセンター事業部 045-979-0821
製品等のお問い合わせは、ボーズ株式会社、インフォメーションセンター　 03-5489-0955
までご連絡ください。

症　　状 原　　因



●仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。
●弊社取扱以外の製品については、保証の責任を負いかねますのでご注意ください。

保　証

仕　様

保証の内容および条件は付属の保証書をご覧ください。

形 式 ：

デ ィ ス ク ：

記 録 方 式 ：

再生読み取り方式：

レ ー ザ ー ：

録音再生時間：

（80分MD使用時）

入力サンプリング周波数：

録音サンプリング周波数：

コ ー ディン グ：

変 調 方 式 ：

チャンネル 数：

チャンネルセパレーション：

周 波 数 特 性 ：

ダイナミックレンジ：

全高調波歪率：

SN比（再生時）：

ワウフラッター：

ミニディスクデジタルオーディオシステム
ミニディスク
磁界変調オーバーライト方式
非接触光学式読み取り
（半導体レーザー使用）
半導体レーザー（λ＝780nm）
ノーマル時：80分
LP2録音時：160分
LP4録音時：320分
32～48kHz
44.1kHz
アダプティブトランスフォーム
アコースティックコーディング（ATRAC）
/ATRAC3：LP2/LP4録音時
EFM
ステレオ2チャンネル
93dB以上
20～20,000Hz（±0.5dB）
98dB以上
0.007%以下
95dB以上
測定限界値以下

入力端子

アナログ入力

最小入力レベル：

デジタル入力

オ プ テ ィ カ ル ：

出力端子

ア ナ ロ グ 出 力 ：

デジタル出力

オ プ テ ィ カ ル ：

その他

電源電圧／電源周波数：

消 費 電 力 ：

寸　　　　　　 法

（幅×高さ×奥行き）：
標準質量（重量）：

75mV

－19dBm

1.7V rms

－19dBm

AC100V, 50Hz/60Hz
12W（IEC 60065）
5W以下（スタンバイ時）

230（W）×82（H）×256（D）mm
2.6kg

〒150-0044  東京都渋谷区円山町28-3 渋谷YTビル TEL03-5489-0955

R

R

http://www.bose.co.jp/

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上権利者に無断で使用できません。
なお、この商品の価格には、著作権法上の定めにより、私的録音補賞金が含まれております。
（私的録音補賞金についてのお問い合わせ先：社団法人　私的録音補賞金管理協会電話：03-5353-0336）

音楽著作権について

●放送やCD、レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、カラオケテープなど）の音楽作品は、音楽の歌詞、楽
曲などと同じく、著作権法により保護されています。

●従ってそれらから録音したテープを売ったり、配ったり、譲ったり、貸したりする場合、および営利（店のBGMなど）
のために使用する場合には、著作権法上、権利者の許諾が必要です。

●使用条件は、場合によって異なりますので、詳しい内容や申請、その他手続きについては、「日本音楽著作権協会」
（JASRAC）のもよりの支部におたずねください。

社団法人日本音楽著作権協会　　本部　TEL.03（3481）2121 URL http://www.jasrac.or.jp/


